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登
場
人
物

ロ
ジ
ャ
ー
・
ス
ミ
ス（

2
5
）

…
…
…
…
ネ
ゴ
シ
エ
イ
タ
ー

ノ
ー
マ
ン
・
バ
ー
グ（

5
4
）

…
…
…
…
ロ
ジ
ャ
ー
の
執
事

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー（

1
8
）

…
…
…
…
…
…
ア
ン
ド
ロ
イ
ド

ダ
ン
・
ダ
ス
ト
ン（

4
7
）

…
…
…
…
…
治
安
維
持
軍

ビ
ッ
グ
・
イ
ヤ
ー（

4
9
）

…
…
…
…
…
デ
イ
ル
の
店
に
い
つ
も
い
る
情
報
屋

デ
イ
ル（

3
8
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
安
酒
場
店
主
〔
台
詞
無
し
〕

ミ
ゲ
ル
・
ソ
ル
ダ
ー
ノ（

5
8
）

…
…
…
ソ
ル
ダ
ー
ノ
重
工
社
主

テ
ィ
モ
シ
ー
・
ウ
ェ
イ
ン
ラ
イ
ト（

7
2
）

…
…
…
元
科
学
者

ベ
ッ
ク（

2
2
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
誘
拐
犯
首
謀
者

そ
の
部
下
数
名

治
安
維
持
軍
警
察
隊

検
問
員



○
ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
ド
ー
ム

荒
廃
し
た
旧
都
市
の
ビ
ル
群
。
そ
の
中
を
走
り
抜
け
て
い
く

一
台
の
車
。
ワ
ッ
ク
ス
で
磨
か
れ
た
メ
ッ
キ
が
、
車
を
見
つ

め
る
低
所
得
層
の
虚
ろ
な
顔
を
映
し

。

○
車
内

大
径
の
ス
テ
ア
リ
ン
グ
を
握
る
の
は
、
黒
の
ス
ー
ツ
、
黒
の

革
手
袋
、
黒
の
サ
ン
グ
ラ
ス
を
し
た
若
い
男
、
ロ
ジ
ャ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
モ
ノ
）
私
の
名
は
ロ
ジ
ャ
ー
・
ス
ミ
ス
。
こ
の
記
憶
喪
失
の

街
に
は
必
要
な
仕
事
を
し
て
い
る
」

○
市
場
街

ロ
ジ
ャ
ー
の
車
は
や
が
て
人
寂
し
い
、
朽
ち
た
精
肉
市
場
街

へ
入
っ
て
い
く
。

○
市
場
跡

暗
い
構
内
。
ア
タ
ッ
シ
ェ
を
手
に
入
っ
て
来
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

と
、
闇
の
奥
か
ら
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
が
照
ら
さ
れ
る
。

サ
ン
グ
ラ
ス
に
そ
の
光
を
映
し
、
無
表
情
に
そ
の
方
へ
近
づ

い
て
い
く
ロ
ジ
ャ
ー
。

男
の
声
「
そ
こ
に
置
け
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
お
前
が
ベ
ッ
ク
か
。
こ
れ
は
取
引
だ
。
違
う
か
？

フ
ェ
ア
な

取
引
は
、
互
い
の
札
を
見
せ
合
う
も
の
だ
」

車
の
ラ
イ
ト
を
背
に
、
小
狡
そ
う
な
痩
せ
た
男
が
立
つ
。

ベ
ッ
ク
「
（
苦
笑
）
流
石
は
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
テ
ィ
の
ネ
ゴ
シ
エ
ー
タ
ー
、
と

い
っ
た
と
こ
ろ
か
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
私
の
仕
事
は
交
渉
ま
で
だ
が
、
人
質
の
安
否
は
確
認
し
た
い
」

ベ
ッ
ク
、
合
図
を
す
る
と

後
部
ド
ア
が
開
く
。

僅
か
に
眉
を
顰
め
て
ロ
ジ
ャ
ー
、
凝
視
。

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
に
シ
ル
エ
ッ
ト
で
浮
か
ぶ
少
女
の
シ
ル
エ
ッ

１



ト
。
栗
毛
の
髪
は
乱
れ
上
品
そ
う
な
服
が
汚
れ
、
目
に
は
ア

イ
マ
ス
ク
。
し
か
し
、
そ
う
脅
え
て
は
い
な
い
様
子
。

そ
の
背
後
に
立
っ
て
い
る
大
柄
の
男

ロ
ジ
ャ
ー
、
ア
タ
ッ
シ
ェ
を
掲
げ
、
相
手
に
向
け
て
蓋
を
開

く
。
中
に
は
古
い
紙
幣
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

男

「
ソ
ル
ダ
ー
ノ
は
自
分
の
娘
を
値
切
っ
た
。
そ
う
い
う
男
さ
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
額
は
合
意
し
て
い
る
筈
だ
が
？
」

ロ
ジ
ャ
ー
、
サ
ッ
と
閉
じ
た
鞄
を
床
に
置
き
、
グ
ッ
と
押
す
。

ち
ょ
う
ど
中
間
に
て
止
ま
る
ア
タ
ッ
シ
ェ
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
レ
デ
ィ
を
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
歩
か
せ
ろ
」

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
向
こ
う
で
、
数
人
の
男
が
蠢
き

、
少

女
が
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
歩
き
だ
し
た
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
慌
て
な
い
で
。
ゆ
っ
く
り
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
来
た
ま
え
」

小
柄
な
男
が
卑
屈
そ
う
に
走
り
出
し
、
鞄
を
ひ
っ
た
く
っ
て

戻
っ
て
い
く
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
も
う
目
隠
し
は
と
っ
て
い
い
で
す
よ
、
ミ
ス
・
ソ
ル
ダ
ー
ノ
」

歩
い
て
き
た
少
女
、
目
隠
し
を
と
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
「

？
（
や
や
怪
訝
）
」

と
、
ロ
ジ
ャ
ー
の
背
後
か
ら
高
級
セ
ダ
ン
が
走
り
込
ん
で
き

て
止
ま
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
振
り
向
き
）

や
れ
や
れ
。
堪
え
性
の
無
い
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
は
困
る
」

車
か
ら
ヨ
タ
ヨ
タ
と
飛
び
出
し
て
来
る
、
裕
福
そ
う
な
初
老

の
男
。

ソ
ル
ダ
ー
ノ
「
ド
ロ
シ
ー
！

ド
ロ
シ
ー
！
」

ブ
ォ
オ
オ
オ
ン
！

野
太
い
エ
ク
ゾ
ー
ス
ト
が
響
き
、
セ
ダ

ン
が
い
き
な
り
バ
ッ
ク
し
、
対
面
の
ド
ア
を
蹴
破
っ
て
出
て

行
っ
た
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
少
女
に
）
こ
れ
で
、
あ
な
た
は
自
由
だ
。
あ
の
父
親
の
許
で

は
い
さ
さ
か
窮
屈
な
自
由
で
し
ょ
う
が
」

少

女
「
（
じ
っ
と
ロ
ジ
ャ
ー
を
見
つ
め
る
）
」

ソ
ル
ダ
ー
ノ
は
見
回
し
て
い
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
取
引
は
成
立
し
ま
し
た
。
報
酬
の
半
金
は

」

ソ
ル
ダ
ー
ノ
「
こ
れ
は
ド
ロ
シ
ー
で
は
な
い
！
」

２



ロ
ジ
ャ
ー
「
は
？
」

ソ
ル
ダ
ー
ノ
「
判
ら
ん
の
か！

？

こ
ん
な
も
の
が
私
の
娘
で
あ
る
筈
が
な
い

じ
ゃ
な
い
か
！
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

」
少
女
、
ロ
ジ
ャ
ー
を
見
つ
め

、
首
を
や
や
傾
げ
る
。

ギ
ッ
。
ギ
ア
が
噛
む
音
が
し
た
。

ロ
ジ
ャ
ー
「

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
…
…
（
愕
然
）
」

ソ
ル
ダ
ー
ノ
「
こ
れ
は
ド
ロ
シ
ー
の
ダ
ミ
ー
だ
。
そ
ん
な
事
も
判
ら
ず
金
を

渡
し
た
の
か
あ
ん
た
は！

？

」

ロ
ジ
ャ
ー
「

」

ソ
ル
ダ
ー
ノ
「
何
が
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
テ
ィ
一
の
ネ
ゴ
シ
エ
ー
タ
ー
だ
ッ
。

腰
抜
け
の
ボ
ン
ク
ラ
じ
ゃ
な
い
か
っ
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

」
険
し
い
目
を
サ
ン
グ
ラ
ス
越
し
に
ソ
ル
ダ
ー
ノ
に
向
け
て
い

た
ロ
ジ
ャ
ー
、
革
手
袋
の
手
を
胸
へ
入
れ
る
。

ソ
ル
ダ
ー
ノ
「
（
ギ
ョ
ッ
）
な
っ

」

ロ
ジ
ャ
ー
、
腕
時
計
の
リ
グ
を
回
し

、
カ
チ
リ
。

○
工
場
街

工
場
か
ら
や
や
離
れ
た
道
路
で

突
如
小
爆
発
！

車
の
屋
根
を
突
き
破
っ
て
飛
び
出
す
黒
い
物
。

○
工
場
前

外
へ
飛
び
出
し
、
向
こ
う
に
見
え
る
噴
煙
を
見
て

ソ
ル
ダ
ー
ノ
「
何
を
し
た！

？

ま
だ
娘
は
帰
っ
て
き
て
い
な
い
の
だ
ぞ！

？

」

ロ
ジ
ャ
ー
「
フ
ェ
ア
な
取
引
で
は
無
か
っ
た
。
こ
ち
ら
も
取
り
戻
し
ま
す
」

ソ
ル
ダ
ー
ノ
「
何
だ
と
？
」

○
工
場
街

煙
の
籠
も
っ
た
車
内
か
ら
出
て
く
る
暗
黒
街
の
男
達
。

ゲ
ホ
ゲ
ホ
む
せ
な
が
ら
見
上
げ
る
、
首
謀
格
の
ベ
ッ
ク
。

３



ベ
ッ
ク
「
く
そ
っ
」

虚
空
を
飛
び
去
っ
て
い
く
ア
タ
ッ
シ
ェ
（
若
干
変
形
し
、
飛

行
形
態
と
な
っ
て
い
る
）
。

ド
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
！

手
下
が
マ
シ
ン
・
ピ
ス
ト
ル
で
撃
つ
。

ベ
ッ
ク
「
よ
せ
っ
！

中
に
は

」

○
鉛
の
様
に
低
く
垂
れ
込
め
た
空

飛
行
し
て
い
た
ロ
ジ
ャ
ー
の
ア
タ
ッ
シ
ェ
、
被
弾
し

、

口
が
外
れ

札
び
ら
が
木
の
葉
の
様
に
ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
シ
テ
ィ
に
散
っ

て
い
く

。

ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
シ
テ
ィ
の
向
こ
う
側
に
は
、
巨
大
な
ド
ー

ム
が
幾
つ
も
聳
え
て
い
た
。

こ
れ
が
、
こ
の
時
代
の
人
間
が
住
む
世
界

。

○
ロ
ジ
ャ
ー
の
車
内不

機
嫌
そ
う
に
サ
ン
グ
ラ
ス
を
外
す
ロ
ジ
ャ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
モ
ノ
）
交
渉
事
に
は
誠
意
と
い
う
も
の
が
必
要
だ
。
今
回
の

ケ
ー
ス
で
は
、
双
方
に
そ
れ
が
欠
如
し
て
い
た
。
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ

ョ
ン
と
は
、
プ
ロ
と
プ
ロ
が
交
わ
す
べ
き
も
の
」

○
２
４
丁
目
（
ス
ト
リ
ー
ト
）

ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
シ
テ
ィ
で
は
最
も
賑
や
か
な
ス
ト
リ
ー
ト
。

車
を
路
上
に
止
め
、
降
り
る
ロ
ジ
ャ
ー
。
重
装
備
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
・
シ
ス
テ
ム
を
作
動
さ
せ

、
�
デ
イ
ル
の
店
�
へ
。

○
デ
イ
ル
の
店
／
内典

型
的
な
安
酒
場
（
ス
ピ
ー
キ
ー
ジ
ー
）
。
店
奥
に
は
ジ
ュ

ー
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
や
玉
突
き
台
。

若
い
演
劇
青
年
ら
が
ビ
ー
ル
で
激
論
を
し
て
い
る
脇
を
抜
け

４



カ
ウ
ン
タ
ー
前
に
来
る
と
、
店
主
の
デ
イ
ル
、
無
言
で
ビ
ー

ル
の
小
瓶
を
前
へ
。
そ
れ
を
手
に
し
た
ロ
ジ
ャ
ー
、
奥
の
い

つ
も
自
分
が
座
る
席
へ
。

隣
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
老
人
が
新
聞
を
読
ん
で

い
る
。

ビ
ッ
グ
・
イ
ヤ
ー
（
情
報
屋
）
「

珍
し
く
失
敗
し
た
み
た
い
だ
な
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
ビ
ー
ル
を
呑
み
）
堪
え
性
の
無
い
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で
ね
」

ビ
ッ
グ
・
イ
ヤ
ー
「
（
笑
い
を
殺
し
）
令
嬢
は
助
け
だ
し
て
や
ら
な
い
の
か

ね
？

白
馬
の
王
子
様
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

（
初
め
て
男
を
見
て
）
私
が
依
頼
さ
れ
た
の
は
、
金
と
引

き
換
え
に
ド
ロ
シ
ー
の
居
場
所
を
聞
き
出
す
と
い
う
事
ま
で
だ
っ

た
。
身
柄
を
引
き
取
ろ
う
と
い
う
の
は
こ
ち
ら
の
好
意
で
申
し
出

た
ま
で
。
し
か
し

、
あ
ん
な
人
間
に
近
い
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
を

作
っ
て
い
た
と
は

」

ビ
ッ
グ
・
イ
ヤ
ー
「
さ
て
ね
…
…
、
俺
が
知
っ
て
い
る
事
は
、
ソ
ル
ダ
ー
ノ

は
、
�
メ
モ
リ
ー
�
の
断
片
を
手
に
入
れ
た
、
と
い
う
噂
だ
け
さ
」

眉
を
上
げ
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
メ
モ
リ
ー
…
…
」

ビ
ッ
グ
・
イ
ヤ
ー
「
御
禁
制
の
物
を
ソ
ル
ダ
ー
ノ
の
工
場
は
作
れ
る
、
と
い

う
事
だ
。
後
は
知
ら
な
い
」

ロ
ジ
ャ
ー
、
ビ
ー
ル
を
飲
み
干
し
、
立
ち
上
が
っ
て
、
数
枚

の
畳
ん
だ
金
を
ビ
ッ
グ
・
イ
ヤ
ー
の
テ
ー
ブ
ル
に
置
き
去
る
。

○
ロ
ジ
ャ
ー
車
内

車
外
の
風
景
は
や
が
て
徐
々
に
人
寂
し
い
と
こ
ろ
へ
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
モ
ノ
）
こ
の
街
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
テ
ィ
は
記
憶
喪
失
の
街
。

こ
の
街
の
人
間
は
、
四
十
年
前
の
あ
る
日
を
境
に
、
そ
れ
以
前
の

記
憶
を
全
て
失
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
人
間
と
い
う
の

は
何
と
か
し
て
い
く
も
の
だ
」

赤
灯
を
回
し
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
軍
警
察
の
装
甲
車
両
群
と

す
れ
違
う
。

無
線
機
の
ス
ピ
ー
カ
か
ら
、
ラ
ジ
オ
ノ
イ
ズ
と
共
に
声
。

軍
警
察
指
揮
官
（
ダ
ス
ト
ン
）
「
（
オ
フ
）
ソ
ル
ダ
ー
ノ
令
嬢
誘
拐
事
件
の

５



指
揮
は
こ
の
ダ
ン
・
ダ
ス
ト
ン
が
執
る
。
犯
行
車
両
の
近
辺
は
封

鎖
！

令
嬢
救
出
が
至
上
命
令
だ
！

（
ノ
イ
ズ
）
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

（
モ
ノ
）
ど
う
す
れ
ば
機
械
が
動
き
、
電
気
が
得
ら
れ
る

の
か
さ
え
判
れ
ば
、
過
去
の
歴
史
な
ど
無
く
と
も
、
文
化
と
や
ら

は
装
え
る
も
の
だ
。
過
去
に
何
が
あ
っ
た
の
か
、
何
が
無
か
っ
た

の
か
。
気
に
せ
ず
に
生
活
だ
っ
て
出
来
る
。
い
や
、
そ
う
努
力
し

て
き
た
の
だ
。
記
憶
を
失
っ
て
哀
し
ん
で
い
る
の
は
、
こ
の
街
の

老
人
だ
け
だ
。
し
か
し

、
メ
モ
リ
ー
は
悪
夢
の
様
に
、
い
き

な
り
そ
の
姿
を
現
す
時
が
あ
る

」

○
ロ
ジ
ャ
ー
邸

街
か
ら
や
や
離
れ
た
と
こ
ろ
に
建
つ
、
銀
行
だ
っ
た
ビ
ル
。

ゲ
ー
ト
が
自
動
で
開
き
、
ロ
ジ
ャ
ー
の
車
は
中
へ
。

○
同
／
一
階
ホ
ー
ルだ

だ
広
い
、
銀
行
の
フ
ロ
ア
。

ロ
ジ
ャ
ー
を
老
い
た
執
事
が
出
迎
え
る
。

ノ
ー
マ
ン
「
お
帰
り
な
さ
い
ま
せ
、
ロ
ジ
ャ
ー
様
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
ノ
ー
マ
ン
、
ブ
レ
ー
キ
の
遊
び
が
１
／
８
イ
ン
チ
、
甘
く
な
っ

て
い
る
」

ノ
ー
マ
ン
「
お
や
、
そ
う
で
し
た
か
（
呑
気
に
）
。
お
食
事
の
用
意
の
後
、

診
て
お
き
ま
す
。
首
尾
が
お
よ
ろ
し
く
な
か
っ
た
御
様
子
で
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
向
か
い
）
犯
罪
者
も
プ
ロ
た
る
べ
き
だ
と

は
思
わ
な
い
か
？

ノ
ー
マ
ン
！
」

ノ
ー
マ
ン
「
ロ
ジ
ャ
ー
様
、
申
し
忘
れ
ま
し
た
が
、
ウ
ェ
イ
ン
ラ
イ
ト
嬢
が

お
待
ち
で
ご
ざ
い
ま
す
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
女
の
客
？

通
し
た
の
か
」

ノ
ー
マ
ン
「
は
い
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

な
る
ほ
ど
。
ノ
ー
マ
ン
が
通
し
た
と
」

ネ
ク
タ
イ
の
結
び
目
を
直
し
、
姿
勢
を
正
し
て
手
動
ド
ア
式

エ
レ
ベ
ー
タ
に
乗
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

６



○
ロ
ジ
ャ
ー
の
部
屋ペ

ン
ト
ハ
ウ
ス
が
ロ
ジ
ャ
ー
の
部
屋
。

入
っ
て
来
る
と
、
テ
ラ
ス
に
少
女
が
立
ち
、
ビ
ル
を
眺
め
て

い
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
こ
の
屋
敷
へ
、
無
条
件
で
入
れ
る
の
は
女
性
だ
け
と
い
う
ル
ー

ル
が
あ
り
ま
す
。
お
待
た
せ
し
ま
し
た
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
ス
ミ
ス
で

す
。
ど
ん
な
お
力
に
な
り
ま

」

少
女
、
振
り
向
く
。

ロ
ジ
ャ
ー
「！

？
ウ
ェ
イ
ン
ラ
イ
ト
嬢
と
い
う
の
は

」

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「

こ
ん
に
ち
は
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
落
胆
）
ノ
ー
マ
ン
も
老
い
た
な
。
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
を
女
性
客

と
見
紛
う
な
ど
と
」

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「
あ
な
た
だ
っ
て
、
最
初
は
判
ら
な
か
っ
た
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
憮
然
）
あ
そ
こ
は
暗
か
っ
た
か
ら
だ
。
で
、
何
の
用
事
か
ね
。

ソ
ル
ダ
ー
ノ
令
嬢
誘
拐
事
件
は
既
に
軍
警
察
が
大
が
か
り
な
捜
査

を
し
て
い
る
。
じ
き
に
本
物
の
ド
ロ
シ
ー
は
発
見
さ
れ
る
さ
」

ネ
ク
タ
イ
を
緩
め
、
机
に
腰
を
下
ろ
す
ロ
ジ
ャ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「

し
か
し
、
よ
く
出
来
て
い
る
…
…
。
あ
の
強
欲
な
ソ
ル
ダ

ー
ノ
が
、
君
の
様
な
芸
術
品
を
よ
く
作
っ
た
も
の
だ
」

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「
ソ
ル
ダ
ー
ノ
は
お
金
を
出
し
た
だ
け
だ
わ
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
苦
笑
）
違
い
な
い
。

で
、
用
件
は
？
」

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「
あ
た
し
を
守
っ
て
欲
し
い
の
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

は
？
…
…
。
君
は
私
を
探
偵
か
何
か
だ
と
勘
違
い
し
て
い

る
の
か
？

い
や
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
ボ
デ
ィ
ガ
ー
ド
な
ど
、
探

偵
の
仕
事
で
す
ら
な
い
」

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「
あ
な
た
の
仕
事
よ
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
ス
ミ
ス
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

」
と
、
ノ
ッ
ク
の
音
に
振
り
向
く
ロ
ジ
ャ
ー
。

ノ
ー
マ
ン
「
ロ
ジ
ャ
ー
様
、
軍
警
察
の
ダ
ス
ト
ン
大
佐
が
お
目
に
掛
か
り
た

い
と
申
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

」

○
応
接
室
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暖
炉
の
上
の
写
真
額
を
見
て
い
る
ダ
ス
ト
ン
。

ロ
ジ
ャ
ー
が
軍
警
察
時
代
の
写
真
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
オ
フ
）
あ
ま
り
他
人
の
家
の
物
に
勝
手
に
触
ら
な
い
方
が
い

い
」

ダ
ス
ト
ン
「
（
苦
笑
）
特
に
そ
れ
が
、
あ
ん
た
自
身
の
メ
モ
リ
ー
だ
と
す
れ

ば
な
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
入
っ
て
き
て
）
戦
争
で
も
始
め
よ
う
と
い
う
勢
い
だ
っ
た
が
、

当
然
既
に
令
嬢
は
救
い
出
し
た
ん
だ
ろ
う
ね
。
酒
は
？
」

ダ
ス
ト
ン
「
（
手
で
遮
り
渋
面
）
そ
れ
が
お
か
し
い
。
誘
拐
だ
と
い
う
報
せ

だ
っ
た
ん
だ
が
、
調
べ
た
ら
ソ
ル
ダ
ー
ノ
に
娘
な
ど
い
な
い
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
…
…
（
思
案
）
」

ロ
ジ
ャ
ー
、
黙
っ
て
自
分
の
グ
ラ
ス
に
酒
を
注
ぐ
。

ダ
ス
ト
ン
「
（
見
透
か
す
様
に
）
ま
、
ソ
ル
ダ
ー
ノ
も
当
局
に
報
せ
ず
、
勝

手
に
犯
人
と
交
渉
を
し
よ
う
と
し
た
ら
し
い
。
ド
ー
ム
の
外
じ
ゃ

羽
振
り
の
い
い
工
場
主
だ
。
我
々
に
近
づ
か
れ
る
と
、
色
々
ホ
コ

リ
が
出
て
く
る
っ
て
と
こ
ろ
だ
ろ
う
が
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
お
祭
り
騒
ぎ
を
好
ま
な
い
人
種
は
い
る
も
の
だ
」

ダ
ス
ト
ン
「

ス
ミ
ス
警
部
補
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
や
や
怒
気
）
わ
ざ
と
な
ら
厭
味
が
過
ぎ
る
ぞ
。
私
は
あ
な
た

の
部
下
で
は
無
い
。
そ
の
呼
び
方
は
二
度
と
し
な
い
で
欲
し
い
」

ダ
ス
ト
ン
「

す
ま
な
い
。
昔
の
癖
だ
よ
。
よ
く
あ
る
だ
ろ
う
？

と
も

あ
れ
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
テ
ィ
一
の
ネ
ゴ
シ
エ
ー
タ
ー
さ
ん
に
、

一
つ
だ
け
、
言
い
た
い
の
さ
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

」

ダ
ス
ト
ン
「
あ
ん
た
が
ヘ
マ
を
し
た
仕
事
だ
。
首
を
突
っ
込
ん
で
く
れ
る
な
」

言
っ
て
部
屋
を
出
て
い
く
ダ
ス
ト
ン
、
振
り
向
き

ダ
ス
ト
ン
「
今
度
は
、
そ
の
酒
、
頂
く
よ
。
じ
ゃ
」

憮
然
と
立
ち
尽
く
し
て
い
た
ロ
ジ
ャ
ー

、

ロ
ジ
ャ
ー
「
ノ
ー
マ
ン
！
」

○
ガ
レ
ー
ジ

グ
オ
オ
オ
ン
！

エ
ン
ジ
ン
の
音
が
ホ
ー
ル
内
に
響
き
渡
る
。
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球
面
ブ
ラ
ウ
ン
管
に
ノ
ー
マ
ン
の
顔
が
映
る
。

ノ
ー
マ
ン
「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
ブ
レ
ー
キ
調
整
は
す
る
時
間
が
ご
ざ
い

ま
せ
ん
で
し
た
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
帰
っ
て
か
ら
頼
む
」

ド
ア
が
開
き
始
め
た
。

ギ
ア
を
入
れ
る
ノ
ー
マ
ン
。
と
！

助
手
席
の
ド
ア
が
開
い
た
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
！
」勝

手
に
乗
り
込
ん
で
来
る
Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
。

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「
ソ
ル
ダ
ー
ノ
の
工
場
へ
行
く
ん
で
し
ょ
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
腕
ず
く
で
下
ろ
そ
う
か
？
」

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「
た
だ
の
人
間
が
そ
ん
な
力
、
持
っ
て
な
い
と
思
う
け
ど
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
ム
ッ
）
」

グ
オ
オ
オ
オ
ン
！

踏
み
つ
け
た
ス
ロ
ッ
ト
ル
に
反
応
し
、

爆
発
的
な
パ
ワ
ー
を
駆
動
系
に
伝
え
る
エ
ン
ジ
ン
。

走
り
出
て
い
く
車
。

○
工
場
街

走
る
ロ
ジ
ャ
ー
の
車
。

○
車
内

ロ
ジ
ャ
ー
「
大
体
君
は
ソ
ル
ダ
ー
ノ
が
作
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
言
わ
ば
親
だ
。

ど
う
し
て
私
の
と
こ
ろ
へ
来
た
」

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「

親
…
…
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
が
作
り
主
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
、
私
に

は
見
当
も
つ
か
な
い
が
ね
。
し
か
し
主
人
に
尽
く
す
の
が
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
の
役
目
だ
と
す
れ
ば
、
君
は

（
ハ
ッ
）
」

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「
あ
た
し
は
ド
ロ
シ
ー
。
親
な
ん
て
、
あ
た
し
に
は

」

ロ
ジ
ャ
ー
、
横
目
で
ド
ロ
シ
ー
を
見
つ
め
る
。

押
し
黙
る
二
人
。

や
が
て
フ
ロ
ン
ト
越
し
に
、
大
き
な
工
場
が
見
え
て
来
る
。
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○
ソ
ル
ダ
ー
ノ
工
場
敷
地
内

車
を
滑
り
込
ま
せ
、
降
り
立
つ
ロ
ジ
ャ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「

何
か
あ
っ
た
の
か
…
…
こ
こ
で
」

脇
に
立
つ
Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
。

無
人
。
工
場
の
窓
ガ
ラ
ス
は
全
て
割
れ
落
ち
て
お
り
、
内
部

は
暗
く
落
ち
て
い
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
君
は
知
ら
な
い
の
か
？

ド
ロ
シ
ー
」

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「

」

無
言
で
先
に
立
っ
て
歩
き
だ
す
ド
ロ
シ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「

」

○
工
場
内

薄
い
ス
モ
ー
ク
が
か
っ
た
暗
い
構
内
。

や
っ
て
く
る
ロ
ジ
ャ
ー
と
Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
こ
れ
は
…
…
」

工
場
の
床
面
に
は
、
ク
レ
ー
タ
ー
の
様
に
巨
大
な
穴
が
開
き
、

漆
黒
の
闇
に
ま
で
そ
の
穴
は
連
な
っ
て
い
た
。

キ
ッ
と
見
上
げ
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

制
御
室
の
割
れ
た
窓
に
、
明
か
り
が
。

○
同
／
制
御
室

ド
ア
を
押
し
開
け
て
入
っ
て
来
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
ソ
ル
ダ
ー
ノ
！
」

倒
れ
て
い
る
ソ
ル
ダ
ー
ノ
。

駆
け
寄
っ
て
身
を
起
こ
す
ロ
ジ
ャ
ー
。

ソ
ル
ダ
ー
ノ
「
（
弱
々
し
く
）
あ
ん
な
奴
ら
の
為
に
作
り
た
く
な
か
っ
た
ん

だ
よ
…
…
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
何
を
作
っ
た
ん
だ
」

ソ
ル
ダ
ー
ノ
「

お
お
、
ド
ロ
シ
ー
２
」

冷
徹
に
見
下
ろ
し
て
い
た
Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
。
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ソ
ル
ダ
ー
ノ
「
（
手
を
伸
ば
し
）
お
前
の
方
が
私
の
本
当
の
娘
…
…
」

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「
こ
の
人
は
設
計
図
通
り
に
組
み
立
て
た
だ
け
。
死
を
前
に

し
て
錯
乱
し
た
言
葉
だ
わ
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
よ
せ
！

そ
う
い
う
言
い
方
を
す
る
も
ん
じ
ゃ
、
な
い
」

ソ
ル
ダ
ー
ノ
「
そ
う
だ
な
（
弱
々
し
く
ド
ロ
シ
ー
に
笑
い
か
け
）

ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
…
…
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
怪
訝
）
何
…
…
？
」

ソ
ル
ダ
ー
ノ
、
目
を
閉
じ
た
。
も
う
彼
の
目
が
開
か
れ
る
事

は
な
い
。

ロ
ジ
ャ
ー
、
短
く
黙
祷
し
、
そ
っ
と
床
に
寝
か
せ
、
膝
ま
づ

い
て
い
る
。

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「
お
祈
り
を
し
て
い
る
の
…
…
？
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
シ
ッ
…
…
」

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「

？
」

ロ
ジ
ャ
ー
、
ゆ
っ
く
り
と
サ
ン
グ
ラ
ス
を
外
し
、
周
囲
を
見

回
す
。

キ
リ
キ
リ
キ
リ
…
…
。
極
く
僅
か
な
機
械
音
。

バ
シ
ュ
！

工
場
床
側
に
光
一
閃
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
逃
げ
ろ
！
」

ギ
ュ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ン
！

地
対
空
ミ
サ
イ
ル
が
制
御
室
の

窓
か
ら
飛
び
込
ん
で

ド
オ
オ
オ
オ
オ
ン
！

○
キ
ャ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク
～
非
常
階
段

す
ん
で
で
逃
げ
ら
れ
た
ロ
ジ
ャ
ー
と
Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
。

し
か
し
、
そ
の
先
は
キ
ャ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク
。

眼
下
の
襲
撃
者
は
次
々
と
銃
撃
。

ド
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
！

み
る
み
る
と
崩
れ
て
い
く
キ
ャ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク
。

逃
げ
る
二
人
。

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「
お
返
し
と
か
、
し
な
い
の
？
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
気
楽
に
言
う
な
っ
。
い
ち
い
ち
、
ミ
サ
イ
ル
な
ん
か
持
っ
て
歩
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か
な
い
ん
だ
、
私
は
」

ド
オ
オ
オ
ン
！

す
ぐ
背
後
で
爆
発
。

伏
せ
る
二
人
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
！
」ロ

ジ
ャ
ー
の
視
線
の
先
に
は

、
愛
車
が
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
君
一
人
な
ら
、
も
っ
と
早
く
走
れ
る
な
」

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「
あ
た
し
を
オ
ト
リ
に
し
よ
う
っ
て
い
う
の
？
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
ニ
ヤ
）
ビ
ン
ゴ
」

ド
ン
！

と
Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
を
押
し
出
す
ロ
ジ
ャ
ー
。

ド
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
！

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
を
狙
う
銃
弾
。

必
死
に
走
る
Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
よ
し

」

腕
時
計
を
開
き
、
操
作
す
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
の
車
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
が
開
き

、
小
型
ミ
サ
イ

ル
を
銃
撃
者
の
車
に
向
け
て
発
射
！

ド
オ
オ
オ
オ
ン
！

○
工
場
フ
ロ
ア

車
に
近
づ
く
ロ
ジ
ャ
ー
と
Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
。

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「
あ
な
た
っ
て
、
最
低
だ
わ
」

ド
ロ
シ
ー
の
服
、
ボ
ロ
ボ
ロ
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
そ
の
台
詞
は
、
人
間
の
女
に
言
わ
れ
慣
れ
て
い
る
」

と
、
車
内
の
コ
ー
ル
ラ
ン
プ
が
明
滅
し
て
い
た
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
？

（
マ
イ
ク
を
と
り
）
ど
う
し
た
ノ
ー
マ
ン
」

球
面
ブ
ラ
ウ
ン
管
に
ノ
ー
マ
ン
の
顔
。

ノ
ー
マ
ン
「
ロ
ジ
ャ
ー
様
、
西
五
番
ド
ー
ム
に
、
巨
大
な
ロ
ボ
ッ
ト
が
現
れ

て
い
ま
す
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
！
」

ノ
ー
マ
ン
「
造
幣
局
の
建
物
を
襲
撃
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
か
が
な
さ
い
ま

す
か
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

決
ま
っ
て
い
る
。
（
Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
を
見
て
）
こ
れ
こ
そ

が
、
私
の
仕
事
だ
」
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Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「

」

○
西
五
番
ド
ー
ム

巨
大
な
ド
ー
ム
に
包
ま
れ
た
摩
天
楼
の
街
。

ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
ド
ー
ム
と
は
違
っ
て
整
っ
た
綺
麗
な
街
並
。

そ
の
摩
天
楼
の
間
を
、
巨
大
な
影
が
歩
く
。

ド
ロ
シ
ー
１
、
ノ
ー
マ
ン
重
工
製
ロ
ボ
ッ
ト
。

軍
警
察
が
集
結
し
つ
つ
あ
る
。

○
軍
用
車
内

ダ
ス
ト
ン
「
（
無
線
に
）
た
だ
の
ロ
ボ
ッ
ト
じ
ゃ
な
い
！

明
ら
か
に
犯
罪

仕
様
と
し
て
作
ら
れ
た
武
装
ロ
ボ
ッ
ト
だ
！
」

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
え
て
来
る
ド
ロ
シ
ー
１
。

○
街
へ
向
か
う
道

走
り
抜
け
る
ロ
ジ
ャ
ー
の
車
。

ド
ー
ム
が
並
び
立
つ
の
が
見
え
る
。

○
ロ
ジ
ャ
ー
車
内

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「

あ
な
た
の
仕
事
、
っ
て
？
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
ネ
ゴ
シ
エ
イ
タ
ー
、
交
渉
屋
さ
」

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「
交
渉
？

そ
れ
が
決
裂
し
た
ら
？
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
ニ
ヤ
）
こ
ち
ら
の
要
求
を
飲
ん
で
も
ら
う
ま
で
だ
」

車
は
ド
ー
ム
の
ゲ
ー
ト
に
。

ド
ー
ム
の
外
の
貧
民
層
が
、
ド
ー
ム
内
の
騒
乱
を
外
か
ら
見

物
し
よ
う
と
集
ま
っ
て
い
た
。

ゲ
ー
ト
で
停
ま
っ
た
車
に
、
軍
警
察
の
検
問
員
が
来
る
。

検
問
員
「
こ
の
ド
ー
ム
は
現
在
封
鎖
中
だ
。
Ｉ
Ｄ
を
見
せ
な
さ
い
」

ロ
ジ
ャ
ー
、
窓
を
開
け
て
顔
を
見
せ
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
新
人
か
。
私
の
顔
く
ら
い
、
覚
え
て
お
い
て
損
は
な
い
ぞ
」
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検
問
員
「
え
？
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
ニ
ッ
）
」

ブ
ワ
ン
！

車
は
ド
ー
ム
の
中
へ
走
り
出
す
と

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「
（
オ
フ
／
小
さ
な
叫
び
）
お
父
様

」

ロ
ジ
ャ
ー
、
「
ん
？
」
と
横
目
で
見
る
。

ゆ
っ
く
り
と
走
る
車
、
助
手
席
側
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
。
内
側
の

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
と
、
野
次
馬
の
先
頭
に
い
る
老
紳
士
。
何
か

を
訴
え
か
け
る
様
な
顔
で
ド
ロ
シ
ー
を
見
つ
め
て
い
る
。

※
実
際
は
ほ
ん
の
一
瞬
の
出
来
事
で
す
が
…
…
。

ロ
ジ
ャ
ー
「

（
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
む
）
」

検
問
員
「
待
て
！

ち
ょ
っ
と
待
て
ぇ
ぇ
！
」

○
摩
天
楼
街

ド
ロ
シ
ー
１
、
造
幣
局
の
前
へ
。

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
ー
ム
を
突
き
出
し

、

壁
に
腕
を
ぶ
ち
入
れ
る
！

○
造
幣
局
内

ま
る
で
そ
れ
自
体
が
生
き
物
の
様
に
、
ド
ロ
シ
ー
１
の
腕
が

ぐ
ん
ぐ
ん
と
伸
び
て
内
部
へ
。

パ
ン

パ
ン

パ
ン
ッ

警
備
員
の
ピ
ス
ト
ル
の
音
が
乾
い
た
音
を
た
て
る
。

○
摩
天
楼
街
の
道

ド
ロ
シ
ー
１
の
目
が

、
光
る
。

キ
キ
ー
ッ
！

軍
警
察
が
制
し
て
い
る
野
次
馬
の
中
に
突
っ

込
ん
で
急
停
止
す
る
ロ
ジ
ャ
ー
の
車
。

数
ブ
ロ
ッ
ク
先
に
、
屈
ん
だ
ド
ロ
シ
ー
１
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
な
る
ほ
ど
。
あ
れ
が
ソ
ル
ダ
ー
ノ
が
密
造
し
て
い
た

」

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「
ド
ロ
シ
ー
１
」
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ロ
ジ
ャ
ー
「
君
じ
ゃ
、
役
に
立
た
な
い
、
と
思
っ
た
奴
ら
の
気
持
ち
が
よ
う

や
く
判
っ
た
よ
」

ぐ
お
お
お
お
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん

ド
ロ
シ
ー
１
、
ま
る
で
叫
ぶ
か
の
様
に
音
を
た
て
た
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
！
」ロ

ジ
ャ
ー
、
腕
時
計
を
開
く
。

ロ
ジ
ャ
ー
「

ビ
ッ
グ
オ
ー
！
」

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「
（
呟
き
）
止
め
て

、
お
父
さ
ま
…
…
」

○
造
幣
局
内

警
備
員
「
ぎ
ゃ
あ
あ
あ
あ
」

突
っ
込
ま
れ
た
ア
ー
ム
が
大
暴
れ
。

警
備
員
ら
を
一
掃
し
た
後

、
更
に
壁
を
突
き
破
る
！

○
同
／
前

軍
用
車
両
脇
で
マ
イ
ク
に
怒
鳴
る
ダ
ス
ト
ン
。

ダ
ス
ト
ン
「
賊
が
狙
っ
て
い
る
の
は
金
じ
ゃ
な
い
！

そ
の
原
板
だ
！

死

ん
で
も
守
れ
！

た
だ
し
！

周
囲
の
ビ
ル
を
決
し
て
損
壊
さ
せ

る
ん
じ
ゃ

」

ズ
ズ

ズ
ズ
ズ
ズ

ズ
ズ
ズ
ズ
ズ
ズ

ダ
ス
ト
ン
「
な
っ
、
何
だ！
？

今
度
は
何
だ！

？

」

背
後
の
ビ
ル
と
ビ
ル
の
間
が
陥
没
し
て
い
く
。

ダ
ス
ト
ン
「
ま
、
ま
さ
か

」

土
煙
の
中
に
、
そ
の
威
容
が
見
え
始
め
る
。

黒
き
鈍
色
の
巨
体
。
鋼
鉄
の
人

。

ダ
ス
ト
ン
「
メ
ガ
デ
ウ
ス
…
…
、
来
ち
ま
っ
た
か
…
…
（
脱
力
）
」

地
下
よ
り
そ
の
姿
は
現
し
た
も
の
の
、
未
だ
起
動
し
て
い
な

い
ビ
ッ
グ
オ
ー
。

○
ビ
ッ
グ
オ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

ガ
チ
ン
、
重
い
ハ
ッ
チ
を
開
い
て
入
っ
て
来
る
ロ
ジ
ャ
ー
。
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歯
科
の
様
な
椅
子
に
座
り
、
各
部
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
い
く
。

ブ
ン
。
小
さ
な
球
面
ブ
ラ
ウ
ン
管
に
灯
が
入
り

、
細
い

線
が
画
面
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

、
文
字
を
映
し
出
す
。

『
神
の
名
に
お
い
て
こ
れ
を
鋳
造
す
る
。

汝
ら
罪
な
し
』

ゴ
オ
オ
オ
オ
ン
ン
ン
ン
！

全
身
に
力
が
漲
っ
て
い
く
。
そ

の
力
強
さ
が
振
動
と
な
っ
て

ロ
ジ
ャ
ー
「
ビ
ッ
グ
オ
ー
、
い
く
ぞ
」

○
摩
天
楼
街

ガ
オ
オ
オ
ッ
！

起
動
し
た
ビ
ッ
グ
オ
ー
、
造
幣
局
前
の
ド

ロ
シ
ー
１
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
！

野
次
馬
、
無
責
任
な
歓
声
を
贈
る
。

ダ
ス
ト
ン
「

（
顔
を
覆
い
）
火
に
油
だ
…
…
」

○
造
幣
局
／
原
板
保
管
室

暗
い
室
内

。
鉛
の
厚
い
壁
が

、
熱
線
で
焼
き
切
ら

れ

、
ド
ロ
シ
ー
１
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
ー
ム
の

先
が
穴
を
開
け
る
。

黄
金
色
に
輝
く
、
紙
幣
の
原
板

。

そ
れ
を
掴
も
う
と
す
る
指

ぐ
っ
、
そ
れ
が
止
ま
る
。

ズ
ル
ズ
ル
ズ
ル

、
下
が
っ
て
い
く
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・

ア
ー
ム
。

○
摩
天
楼
街

ビ
ッ
グ
オ
ー
、
ド
ロ
シ
ー
１
の
背
後
か
ら
強
引
な
力
で
引
き

ず
り
出
し
て
い
く
。

ぐ
ぐ
っ
、
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
っ
！

思
わ
ず
拳
に
力
を
入
れ
て
見
入
る
ダ
ス
ト
ン
。

ダ
ス
ト
ン
「

よ
ー
し
…
…
」
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エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
ー
ム
ま
で
が
引
っ
張
り
出
さ
れ
る

とド
オ
オ
オ
オ
オ
ン
！

そ
の
ま
ま
、
背
後
の
ビ
ル
に
投
げ
飛

ば
す
ビ
ッ
グ
オ
ー
。

ダ
ス
ト
ン
「
ぐ
あ
っ
！

何
て
事
を
…
…
」

動
き
が
鈍
か
っ
た
ド
ロ
シ
ー
１
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
ア

ー
ム
の
装
備
を
、
対
大
型
ロ
ボ
ッ
ト
仕
様
に
換
装
し

、

ビ
ッ
グ
オ
ー
目
掛
け
て
攻
撃！

！

ド
ド
ン

ド
ド
ド
ド
ド
ド
ン
！

ウ
ー

ウ
ー

ウ
ー
！

サ
イ
レ
ン
が
ド
ー
ム
内
に
響
き
渡

る
。

ア
ナ
ウ
ン
ス
「
西
五
番
ド
ー
ム
に
は
退
避
命
令
が
出
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
慌

て
ず
、
安
全
に
避
難
し
て
下
さ
い
」

ダ
ス
ト
ン
「
（
深
い
嘆
息
）

ま
た
査
問
会
か
…
…
。
く
そ
っ
！

゛

ん
…
…
？
」

ビ
ッ
グ
オ
ー
と
ド
ロ
シ
ー
１
が
戦
っ
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
に
歩

い
て
い
く
、
少
女
の
姿
。

ダ
ス
ト
ン
「
何
を
し
て
い
る
ん
だ
あ
の
子
は
！

お
ー
い
！

君
！
」

振
り
向
く

、
Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
。
ド
ロ
シ
ー
２
。

ダ
ス
ト
ン
を
一
瞥
し
、
ま
た
前
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
。

ダ
ス
ト
ン
「
莫
迦
な
！
」

マ
イ
ク
を
投
げ
て
駆
け
だ
す
ダ
ス
ト
ン
。

○
ビ
ッ
グ
オ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

手
足
を
フ
ル
に
動
か
し
、
自
ら
の
器
官
の
延
長
の
様
に
ビ
ッ

グ
オ
ー
を
操
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

パ
ン
チ
の
連
続
で
追
い
詰
め
て
い
く
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
ニ
ヤ
）
よ
う
し
…
…
、
い
い
子
に
し
な
さ
い
。
ド
ロ
シ
ー
」

と
！

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
ー
ム
が
ま
た
も
変
化
！

ロ
ジ
ャ
ー
「
何
ッ
？
」
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○
摩
天
楼
街

あ
ま
り
に
も
卑
怯
な
手
段
で
ビ
ッ
グ
オ
ー
を
締
め
上
げ
る
ド

ロ
シ
ー
１
。

ビ
ッ
グ
オ
ー
の
巨
体
が
、
宙
に
浮
か
ん
で
い
く
。

見
上
げ
て
い
た
Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー

ガ
ク
ン
ガ
ク
ン
と
痙
攣

し

、
ド
ロ
シ
ー
１
と
同
じ
動
作
を
し
て
い
る
。

○
ビ
ッ
グ
オ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

ロ
ジ
ャ
ー
「

（
ニ
ヤ
）
あ
く
ま
で
駄
々
を
こ
ね
る
ん
だ
ね
、
お
嬢
さ
ん
」

右
腕
の
ア
ー
ム
を
、
グ
ー
ッ
！

と
伸
ば
し

、
振
り
上

げ
る
！

軋
む
ジ
ョ
イ
ン
ト
！

○
摩
天
楼
街

ビ
ッ
グ
オ
ー
の
腕
が

、
振
り
上
げ
ら
れ

、
パ
イ
ル

・
ア
ー
ム
部
が
ス
ラ
イ
ド
！

○
ビ
ッ
グ
オ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

ロ
ジ
ャ
ー
「
バ
イ
バ
イ
、
ド
ロ
シ
ー
１
」

○
摩
天
楼
街

ド
ガ
ア
ア
ア
ア
ア
ン
！

パ
イ
ル
・
ア
ー
ム
が
火
を
吹
き
、

ド
ロ
シ
ー
１
の
背
部
か
ら
胴
を
貫
い
た
！

動
き
が
止
ま
り
か
か
る
ド
ロ
シ
ー
１
、
片
腕
を
空
に
掲
げ
。

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「
（
涙
が
一
瞬
見
え
る
）
ド
ロ
シ
ー
１
…
…
」

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
も
ま
た
、
片
腕
を
空
に
上
げ
て
ユ
ラ
ユ
ラ
と

立
っ
て
い
る
。

駆
け
て
来
る
ダ
ス
ト
ン
。

ダ
ス
ト
ン
「
何
を
し
て
る
ん
だ！

！

」
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○
ビ
ッ
グ
オ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

そ
の
声
に
ス
リ
ッ
ト
か
ら
下
を
見
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
ド
ロ
シ
ー！

？

何
で
こ
ん
な
近
く
に！

？

」

空
に
掲
げ
た
ド
ロ
シ
ー
の
手
を
、
。

と
！

ダ
ス
ト
ン
が
駆
け
つ
け
て
き
て

○
摩
天
楼
街

ダ
ス
ト
ン
「
危
な
い
！
」

ド
ロ
シ
ー
の
躰
を
抱
え
て
走
ろ
う
と
し

、
そ
の
重
さ
に

よ
ろ
け
る
。

○
ビ
ッ
グ
オ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

ロ
ジ
ャ
ー
「
早
く
そ
こ
か
ら
離
れ
ろ！

！

（
ハ
ッ
！
）
」

ス
リ
ッ
ト
の
向
こ
う
で
は
、
倒
れ
始
め
る
ド
ロ
シ
ー
１
。

○
摩
天
楼
街

ダ
ス
ト
ン
「
！
」ド

オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
ン！

！

破
す
る
ド
ロ
シ
ー
１
。

続
く
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